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〉日本山岳会事務販扱時間

月,大,木,土曜  10時～20時
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日曜・祭日は休み

〉図書室開室時間

日曜・祭日 0月曜を除く毎日
13時～20時

第

昭
山  429-1981 o3020

東
海
支
部
二
十
周
年
記
念

日
本
＝
ネ
パ
ー
ル

国
際
親
善
隊
派
遣
報
告

（上
）

異
議
な
く
山
は
ガ
ウ
リ
サ
ン
カ
ー
ル
を

第

一
候
補
と
決
め
た
。

同
年
秋
、
Ｇ
峰
登
山
の
正
式
交
渉
と

現
地
の
人
々
に
何
が
協
力
で
き
る
か
を

話
し
合
う
た
め
、
湯
浅
会
員
が
再
度
ネ

パ
ー
ル
ヘ
飛
び
、
ル
ム
ビ
ニ
委
員
長
の

ダ
ル
シ
ャ
ン
氏
な
ど
観
光
省
の
要
人
と

会
談
し
、
現
地
の
人
々
の
要
望
を
知
る

た
め
同
会
員
と
旧
知
の
間
柄
の
パ
ウ
デ

ル
氏
に
ロ
ル
ワ
ー
リ
ン
地
区
の
調
査
を

依
頼
し
た
。

供
　
　
一
昨
年
末
か
ら

提

昨
年
初
め
に
は
市

開
橋
隆
二会
員
を
ロ

晰
ル
ワ
ー
リ
ン渓
谷

朝
に
送
り
、
Ｂ
Ｃ
地

う′
点
の
確
認
、
現
地

猜
の
要
望
な
ど
を
調

試
べ
さ
せ
た
。
こ
の

開
結
果
、

れ
　
日
　
協
力
事
業

一時一　
　
１
、
ロ
ル
ワ

橋
　
　
　
―
リ
ン
谷

で
の
架
橋

２
、
陶
器
製
造
技
術
指
導

３
、
医
療
協
力

４
、
教
育
施
設
、
設
備
援
助

５
、
ネ
パ
ー
ル
展
の
開
催
（国
内
）

０
　
ガ
ウ
リ
サ
ン
カ
ー
ル
峰
東
南
稜

の
登
攀

総
指
揮
＝
尾
上
昇
、
隊
長
＝
湯
浅
道

男
、
副
隊
長
＝
中
世
古
隆
司

（総
務
）
、

土
本
美
宣

（協
力
）
、
市
橋
隆

二

（登

山
）
の
３
名
、登
攀
隊
長
＝
山
本

一
夫
。

以
下
隊
員
総
数
３２
名
、
内
女
性
５
名
、

年
令
２０
２
６５
歳
で
平
均
３０
歳
、
他
に
報

道
関
係

（朝
日
新
聞
、
名
古
屋
Ｔ
Ｖ
）

２
名
。
登
山
に
参
加
し
た
も
の
は
全
員

の
内
１８
名
。

二
、
カ
ト
マ
ン
ズ

一
九
八
〇
年
七
月
二
十
七
日
、
ほ
ぼ

全
員
が
カ
ト
マ
ン
ズ
に
集
結
し
た
。
翌

二
十
八
日
よ
り
早
速
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務

に
つ
い
た
。
カ
ト
マ
ン
ズ
滞
在
中
女
性

知
ら
せ

▽
第
九
回
山
岳
史
懇
談
会

大
正
時
代
の
積
雪
期
剣
岳
、

槍
、
穂
高
登
山
の
話

講
師
　
三
田
幸
夫
氏

日
時
　
３
月
３０
日

（月
）
午
後

６
時
３０
分
よ
り

場
所
　
本
会
ル
ー
ム図
書
委
員
会

を
中
心
と
し
た
教
育
隊
は
日
ネ
友
好
協

会
事
務
局
長
の
バ
ル
マ
氏
の
案
内
で
幼

稚
園
、
小
学
校
、
孤
児
院

な

ど
を
訪

ね
、
器
楽
演
奏
、
教
育
資
材

（主
に
演

奏
に
使
っ
た
楽
器
、
文
房
具
、
ス
ポ
ー

ツ
用
品
な
ど
）
を
寄
贈
し
、
児
童
、
生

徒
と
交
流
し
な
が
ら
教
育
事
情
を
視
察

す
る
。
陶
磁
器
産
業
の
本
場
の
一
つ
、
岐
阜

県
土
岐
市
の
好
意
で
参
加
さ
れ
た
土
岐

市
陶
磁
器
研
究
所
の
大
塚
所
長
は
、
連

日
市
内
外
を
か
け
ま
わ
り
、
レ
ン
ガ
エ

場
、
土
器
製
造
所
の
視
察
と
陶
器
に
適

し
た
上
の
採
取
を
行
い
、
わ
れ
わ
れ
が

健
康
を
心
配
す
る
ほ
ど
毎
日
夜
遅
く
ま

で
サ
ン
プ
ル
の
整
理
を
さ
れ
て
い
た
。

帰
国
後
の
調
査
結
果
で
は
大
変
有
望
と

の
こ
と
。
現
在
す
べ
て
を
輸
入
に
頼

っ

て
い
る
ネ
パ
ー
ル
で
も
、
順
調
に
い
け

ば
ネ
パ
ー
ル
産
陶
器
が
生
ま
れ
、
経
済

一
、

は

じ
め

に

今
年
四
月
で
二
十
周
年
を
迎
え
る
東

海
支
部
は
数
年
前
か
ら
記
念
に
海
外
登

山
隊
の
派
遣
を
考
え
て
い
た
。
し
か
し

従
来
の
海
外
遠
征
を

一
歩
進
め
た
形
で

と
い
う
の
が
計
画
段
階

で

の
声

だ
っ

た
。
自
分
た
ち
が
で
き
る
範
囲
内
で
ネ

パ
ー
ル
に
民
間
協
力
し
よ
う
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
尾
上
支
部
長
が
支
部
報
”

号
で
言
う
よ
う
に
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
存
在

な
く
し
て
今
日
の
日
本
登
山
界
の
隆
盛

は
語
れ
な
い
。
そ
の
ヒ
マ
ラ
ャ
は
ネ
パ

ー
ル
の
人
々
あ
っ
て
の
こ
と
で
、
こ
の

ネ
パ
ー
ル
の
人
々
へ
の
感
謝
の
気
持
が

根
底
に
あ
れ
ば
こ
そ
思
い
つ
い
た
こ
と

な
の
だ
。

一
九
七
八
年
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
％
周

年
式
典
で
ネ
パ
ー
ル
ヘ
招
か
れ
た
湯
浅

道
男
支
部
会
員
が
帰
途
ガ
ウ
リ
サ
ン
カ

―
ル
登
山
許
可
の
可
能
性
に
つ
い
て
打

診
し
た
。
同
会
員
が
招
待
飛
行
で
上
か

ら
眺
め
た
厳
し
く
、
気
高
い
山
容
と
、

東
海
支
部
設
立
直
後
こ
の
山
の
登
山
許

可
を
申
請
し
た
い
き
さ
つ
か
ら
、
全
員

(1)
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的
に
も
期
待
で
き
そ
う
だ
。

三
、
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
員
数
が
多
く
、
そ
の
上
架
橋
用
資

材
、
教
育
施
設
用
器
材
な
ど
登
山
以
外

の
荷
物
も
大
量
に
あ
り
、
隊
を
八
月
三

日
、
五
日
、
七
日
と
二
つ
に
分
け
て
出

発
し
た
。
道
路
崩
壊
で
チ
ャ
リ
コ
ッ
ト

ま
で
バ
ス
が
入
ら
ず
、
バ
ル
ビ
シ
よ
り

キ
ャ
ラ
バ
ン
を
開
始
。
モ
ン
ス
ー
ン
期

で
途
中
雨
と
蛭
の
大
群
に
悩
ま
さ
れ
通

し
だ
っ
た
が
、
こ
の
期
な
ら
で
は
の
多

種
類
の
咲
き
乱
れ
る
草
花
と
、
何
本
も

の
美
し
い
滝
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

最
も
難
儀
さ
せ
ら
れ
た
の
は
橋
の
資

材
で
、
ニ
メ
ー
ト
ル
の
鉄
骨
は
下
り
の

際
ポ
ー
タ
ー
の
足
を
し
ば

し
ば
傷

つ

け
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
た
め
途
中
ポ

ー
タ
ー
を
見
つ
け
る
の
に
苦
労
し
た
。

十
六
日
、
全
隊
員
が
最
後
の
村
ベ
デ
ィ

ン
ヘ
集
結
し
た
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
途
中

の
数
ヵ
村
に
も
文
房
具
な
ど
を
寄

贈

し
、
大
変
喜
こ
ば
れ
た
。

カット/芳野満彦

四
、
ベ
デ
ィ
ン
村

ベ
デ
ィ
ン
に
は
ヒ
ラ
リ
ー
卿
が
寄
贈

し
た
小
学
校
が
あ
る
が
、
建
物
の
中
は

が
ら
ん
と
し
て
い
て
、
運
ぶ
の
に
苦
労

し
た
長
い
テ
ー
ブ
ル
や
黒
板
、
そ
の
他

各
種
文
房
具
、
書
籍
な
ど
を
わ
れ
わ
れ

が
贈
っ
て
、
中
に
運
び
こ
む
と
、
や
っ

と
学
校
ら
し
く
な
っ
た
。
女
子
隊
員
は

滞
在
中
楽
器
の
演
奏
法
や
ソ
ロ
バ
ン
の

使
用
法
な
ど
を
教
え
た
。
楽
器
の
使
い

方
は
シ
ェ
ル
パ
族
の
方
が
日
本
人
よ
り

早
く
覚
え
る
よ
う
に
思
え
た
。

わ
れ
わ
れ
が

一
番
心
配
し
て
い
た
架

橋
は
、
素
人
に
も
造
れ
て
長
期
使
用
に

耐
え
る
橋
と
い
う
こ
と
で
日
本
に
い
る

時
も
随
分
悩
ん
だ
。
幸
い
な
こ
と
に
支

部
の
大
口
瑛
司
、
蔭
山
淳
両
会
員
の
勤

務
す
る
鋼
材
会
社
が
組
立
式
の
軽
量
鉄

骨
人
道
橋
を
製
造
し
寄
付
し
て
下
さ
っ

て
、
解
決
し
た
。
こ
の
橋
の
組
立
て
訓

練
は
両
会
員
の
指
導
を
受
け
日
本
で
十

分
行
っ
て
い
っ
た
。

場
所
は
村
民
の
希
望
で
小
学
校
の
す

ぐ
上
の
、
ロ
ル
ワ
ー
リ
ン
本
流
に
右
岸

か
ら
落
ち
こ
む
沢
と
決
定
し
た
。
こ
れ

は
村
民
が
カ
ル
カ
ヘ
行
く
た
め
に

一
番

よ
く
通
る
場
所
で
あ
り
、
以
前
事
故
が

起
き
た
こ
と
、
ま
た
小
学
校
の
す
ぐ
近

く
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
。
橋

の
組
立
て
は
マ
ス
タ
ー
し
て
い
っ
た
も

の
の
、
正
直
な
と
こ
ろ
基
礎
造
り
に
は

あ
ま
り
自
信
が
持
て
な
か
っ
た
。
し
か

し
シ
ェ
ル
バ
族
の
天
才
的
と
も
言
え
る

石
割
り
、
石
積
み
技
術
の
お
か
げ
で
杷

憂
に
終
っ
た
。
ま
た
湯
浅
隊
長
が
「
年

の
エ
ベ
レ
ス
ト
遠
征
で
雇

っ
た
ハ
ク
バ

ｏ
リ
ジ
ン
氏
が
村
の
パ
ン
チ
ャ
ッ
ト
の

中
で
も
リ
ー
ダ
ー
格
だ
っ
た
こ
と
な
ど

あ
っ
て
、
村
民
の
積
極
的
な
協
力
が
得

ら
れ
た
。
老
い
も
若
き
も
、
男
も
女
も

交
替
で
馳
け
つ
け
、
村
民
と
隊
員
は

一

致
協
力
、
同
じ
仲
間
の
よ
う
に
働
い
て

く
れ
た
。
架
橋
に
は
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
マ
ン

(2)
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に
同
行
し
て
き
た
、
エ
ベ
レ
ス
ト
女
子

隊
の
サ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
ア
ン
ツ
ェ
リ
ン

氏
が
大
活
躍
し
て
く
れ
大
助
か
り
だ
っ

た
。二
十
四
日
、
橋
の
本
体
が
対
岸
に
届

い
た
時
は
、
両
岸
の
隊
員
と
村
民
の
間

か
ら
思
わ
ず
歓
声
と
拍
手
が
湧
き
起
こ

っ
た
。
二
十
五
日
午
前
、
橋
は
完
成
し

た
。
午
後
小
雨
煙
る
中
で
開
通
式
を
行

な
っ
た
。
次
々
と
橋
を
渡

っ
て
来
る
村

民
か
ら
隊
員
の
一
人

一
人
に
花
束
が
渡

ネ
パ
ー
ル
政
府
が
冬
期
登
山
を
解
禁

し
て
二
年
目
、
昨
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
隊

に
続
い
て
私
た
ち
隊
員
十
七
名

（登
攀

六
名
、
学
術
五
名
、
報
道
六
名
）
シ
ェ

ル
パ
二
十
五
名
の
冬
期
エ
ベ
レ
ス
ト
登

山
隊
は
昨
年
十
二
月

一
日
よ
り
本
年

一

月
二
十
日
ま
で
六
十
日
間
登
山
活
動
を

行
い
、
主
目
的
の
エ
ベ
レ
ス
ト
冬
期
登

頂
は
失
敗
に
終
っ
た
。
ま
た
重
ね
て
、

隊
の
一
員
、
竹
中
昇
君
を
失
う
事
故
ま

で
起
し
て
し
ま
っ
た
。

登
山
は
前
半
風
の
弱
い
快
晴
続
き
と

な
り
、
危
険
な
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
も
三

日
間
で
工
作
、
Ｃ
ｌ

（六
〇
〇
〇
研
）
、

Ｃ
２

（六
五
〇
〇
房
）
、
Ｃ
３

（七
三
〇

〇
房
）
を
十
二
月
二
十
五
日
に
建
設
、

さ
ら
に
最
終
キ
ャ
ン
プ
、
サ
ウ
ス
・
コ

ル
ヘ
の
ル
ー
ト
エ
作
も
行
っ
て
、
快
調

な
ペ
ー
ス
で
ア
タ
ッ
ク
態
勢
に
入
っ
て

い
た
。 日

本

冬

期

エ

ベ

レ

ス

ト

登

山

隊

報

告

植

村

直

己

さ
れ
た
。
建
設
中
、
石
運
び
に

一
番
張

切

っ
た
若
い
Ｍ
隊
員
に
ガ
ガ

（シ
ェ
ル

パ
の
老
婆
）
の
花
束
が
集
中
し
た
の
は

愉
快
だ
っ
た
。
翌
日
の
夜
、
彼
ら
は
大

切
な
財
産
の
羊
を
数
頭
料
理
し
て
わ
れ

わ
れ
を
歓
待
し
て
く
れ
た
。

こ
う
し
て
橋
を
架
け
て

い
る
間

に

も
、
わ
れ
わ
れ
は
交
替
で
Ｂ
Ｃ
地
点
の

偵
察
を
し
、
上
の
カ
ル
カ
、
さ
ら
に
そ

の
上
の
氷
河
湖
な
ど
で
、
高
度
順
応
を

か
ね
行
動
し
て
い
た
。

「
こ
ん
な
晴
天
続
き
な
ら
ポ
ス
ト

ｏ
モ

ン
ス
ー
ン
よ
り
登
り
や
す
い
」
と
初
め

て
冬
を
経
験
す
る
シ
ェ
ル
パ
た
ち
と
話

し
て
い
た
ほ
ど
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

ク
リ
ス
マ
ス
　
イ
ブ
を
境
に
し
て
天
候

は

一
変
、
山
は
荒
れ
始
め
た
。

気
温
も
ベ
ー
ス
で
マ
イ
ナ
ス
二
十
度

―
二
十
五
度
に
も
下
る
よ
う
に
な
り
、

,,●颯,''―■ヽ
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わ
が
国
に
は
な
じ
み
が
薄
い
が
、
欧
州
ア
ル
プ
ス
の

主
要
峰
が
登
り
つ
く
さ
れ
た
と
き
、
次
の
目
標
に
選
ば

れ
た
の
は
コ
ー
カ
サ
ス
の
山
域
だ
っ
た
。

一
八
六
八
年
に
先
頭
を
切

っ
た
の
は
ダ
グ
ラ
ス
・
フ

レ
ッ
シ
ュ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
遠
征
隊
で
、
次
い
で
七
四
年

に
は
Ｆ

ｏ
Ｃ

ｏ
グ
ロ
ー
ヴ
の
隊
が
入
っ
た
。

出
陳
し
た
フ
レ
ッ
シ
ユ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
探
検
記
は
、

第

一
次
の
ほ
か
八
六
、
八
九
年
の
成
果
も
あ
わ
せ
て
、

一
八
九
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
。
山
岳
写
真
家
と
し

て
第

一
流
と
さ
れ
た
セ
ル
ラ
と
ド
ン
キ
ン
の
作
品
が
眼

を
惹
く
と
と
も
に
、
八
八
年
こ
の
山
域
に
没
し
た
ド
ン

キ
ン
に
対
す
る
著
者
の
深
い
哀
惜
の
情
が
あ
ふ
れ
て
胸

を
う
つ
。

グ
ロ
ー
ヴ
の
探
検
記
録
は
ム
ー
ア
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
、

ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
等
で
登
り
歩
い
た
折
の
も
の
で
、
エ
ル

ブ
ル
ー
ズ
主
峰
の
登
頂
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
本
書
の

挿
絵
は
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
写
真
を
も
と
に
ウ
イ
ン
パ
ー

が
刻
ん
だ
も
の
。
な
お
グ
ロ
ー
ヴ
は
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン

の
イ
タ
リ
ア
側
か
ら
、
登
山
家
と
し
て
最
初
に
登
っ
た

こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
。

こ
の
二
種
と
も
稀
少
書
で
は
な
い
が
、
前
者
は
限
定

百
部
の
特
装
本
で
あ
り
後
者
は
リ
バ
イ
ン
ド
の
装
頓
が

好
ま
し
い
の
で
、
お
目
に
か
け
る
こ
と
に
し
た
。

（前
者
は
上
下
三
巻
だ
が
、
重
く
て
手
に
負
え
な
い
の

で
、
上
巻
だ
け
持
参
し
ま
し
た
。
ご
容
赦
を
願

い
ま

す
。）

島
田
　
巽

七
、
浅
草

に
築

か
れ
た

木
造

の
富

士
山

１
　
富
士
山
繁
栄
の
図

幾
英
筆
　
明
治
二
十
年
十

一
月

横
山
良
八
出
版

２
　
当
世
商
人
登
山
の
戯

国
政
筆
　
明
治
二
十

一
年

一
月

福
田
熊
次
郎
出
版

江
戸
の
人
間
に
と
っ
て
富
士
山
は

「半
分
は
江
戸
の

も
の
な
り
富
士
の
雪
」
で
も
わ
か
る
通
り
、
大
き
な
憧

れ
の
存
在
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
駿
河
の
国
は
現
在
の

ア
マ
ゾ
ン
や
サ
ハ
ラ
砂
漠
を
訪
れ
る
ほ
ど
の
距
離
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
江
戸
の
地
に
数
多
く
の
富
士
山
を
模

し
た
代
用
品
の
築
山
を
造
り
、
宗
教
的
欲
望
を
満
足
さ

せ
て
い
た
庶
民
は
少
く
な
か
っ
た
。

文
明
開
化
を
迎
え
た
明
治
の
二
十
年
に
な
っ
て
、
江

戸
の
中
心
浅
草
に
木
造
の
富
士
山
が
築
か
れ
て
い
た
こ

と
を
私
は
つ
い
先
年
ま
で
知
ら
ず
に
い
た
。
今
は
な
い

瓢
箪
池
の
西
側
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
展
覧
す
る

二
組
の
版
画
か
ら
高
さ
は
十
八
間
、
即
ち
約
二
十
三
房

そ
の
裾
野
廻
り
は
一
五
〇
間
、
約
二
七
〇
房
に
も
お
よ

ぶ
巨
大
木
造
建
造
物
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
関
根
吉
郎

八
、
小
谷
部
全
助
君
の
山
日
記

小
谷
部
君
は
昭
和
七
年
か
ら
十
三
年
三
月
卒
業
す
る

ま
で
、
東
京
商
大

（現

一
橋
大
）
山
岳
部
に
あ
っ
て
活

躍
し
た
が
、
終
戦
の
昭
和
二
十
年
十
二
月
、
長
く
患
っ

て
い
た
肺
結
核
の
た
め
、
富
士
見
高
原
療
養
所
で
亡
く

な
っ
た
。
三
十

一
歳
で
あ
っ
た
。

い
ま
私
の
手
許
に
彼
の
十
数
通
の
手
紙
と
二
冊
の
山

日
記
が
遺
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
展
示
し
た
の
は
そ

の
一
冊
、　
一
九
二
四
年

（昭
和
九
）
版
で
、
そ
れ
に
は

同
年
六
月
の
自
峰
三
山
縦
走
、
七
月
の
夏
山
、
八
月
の

木
曽
駒
縦
走
、
十

一
月
の
鹿
島
槍
天
狗
尾
根
、
十
二
月

(3)
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上
部
で
は
マ
イ
ナ
ス
三
十
度
―
四
十
度

を
越
す
厳
し
さ
に
な
っ
た
。
年
内
の
ア

タ
ッ
ク
も
考
え
て
い
た
折
ひ
と
ま
ず
ベ

ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
下
り
休
養

を

と
っ

た
。
年
が
明
け
約

一
週
間
の
休
養
を
と

っ
た
後
、
登
攀
メ
ン
バ
ー
は
二
班
に
分

け

一
月
五
日
、
六
日
の
二
日
に
わ
た
っ

て
出
発
し
た
。
Ｂ
Ｃ
を
出
て
二
日
目
Ｃ

２
、
Ｃ
ｌ
で
足
止
め
を
く
い
、
さ
ら
に

第

一
次
ア
タ
ッ
ク
隊

（植
村
、
松
田
）

が
Ｃ
３
か
ら
サ
ウ
ス
・
コ
ル
の
最
終
キ

ャ
ン
プ

ヘ
向
か
う
途
中
、
強
風
で
到
達

で
き
ず
、
Ｃ
３

へ
引
き
返
し
後
続
の
第

二
次
ア
タ
ッ
ク
隊

（竹
中
、
三
谷
）
に

合
流
、
ガ
ス
と
強
風
で
停
滞
ｏ
テ
ン
ト

の
外
に
置
い
と
い
た
ザ
ッ
ク
を
吹
き
と

ば
し
た
り
、
わ
れ
わ
れ
の
テ
ン
ト
の
ポ

ー
ル
を
折
る
風
速
２０
１
３０
口川
の
強
風
が

吹
き
荒
れ
た
。
こ
こ
で
、　
一
次
隊
の
体

力
の
消
耗
に
よ
リ
ア
タ
ッ
ク
を

一
次
か

ら
二
次

ヘ
メ
ン
バ
ー
チ
ェ
ン
ジ
し
、
テ

ン
ト
の
中
で
晴
天
を
祈
っ
た
。
竹
中
君

も
ア
タ
ッ
ク
ヘ
の
意
欲
を
燃
や
し
て
準

備
を
し
て
い
た
。
食
欲
も
皆
と
変
ら
ず

体
調
の
変
化
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
翌

一
月
十
二
日
、
風
は
前
日
よ
り
弱
く
な

っ
た
も
の
の
風
で
ガ
ス
は
サ
ウ
ス
・
コ

ル
よ
り
上
部
に
雪
煙
の
よ
う
に
舞
い
上

り
、
上
部

へ
向
か
う
こ
と
は
不
可
能
で

あ
っ
た
。
こ
の
ま
ま
停
滞
す
る
こ
と
は

体
力
の
消
耗
に
な
る
だ
け
と
わ
れ
わ
れ

は
下
降
を
決
め
た
。
竹
中
君
の
事
故
は

こ
の
Ｃ
３
か
ら
の
下
降
中
に
起
き
た
。

Ｃ
３
に
入
っ
て
い
た
隊
員
五
名

（阿

久
津
ヵ
メ
ラ
マ
ン
も
含
む
）
シ
ェ
ル
バ

九
名
が
全
員
下
降
開
始
、
私
は
手
足
に

凍
傷
を
負
っ
た
シ
ェ
ル
パ
ニ
名
を
つ
れ

て
お
り
て
い
た
時
、
後
に
、
竹
中
君
の

悲
鳴
の
よ
う
な
声
を
聞
い
た
。
固
定
ロ

ー
プ
の
ハ
ー
ケ
ン
に
止
っ
て
い
る
彼
を

見
た
。
私
は
竹
中
君
の
と
こ
ろ
へ
か
け
登
り

か
ら
ん
だ
ロ
ー
プ
と
彼
の
ル
ッ
ク
の
バ

ン
ド
を
切
り
は
ず
し
、
楽
に
さ
せ
介
抱

す
る
も
彼
は
力
つ
き
た
よ
う
に
動
か
な

く
な
り
、
息
を
ひ
き
と
っ
た
。

彼
の
遺
体
は
Ｂ
Ｃ
に
降
し
ト
ウ
ク
ラ

（
四
九
〇
〇
房
）
で
荼
毘
に
付
し
た
。

わ
れ
わ
れ
は
彼
の
遺
志
と
み
な
し
再

度
の
ア
タ
ッ
ク
を
試
み
る
こ
と
を
決
意

し
、　
一
月
二
十
日
Ｂ
Ｃ
を
出
発
し
た
。

し
か
し
、
天
候
は
わ
れ
わ
れ
に
味
方
せ

ず
、
Ｃ
２
で
五
日
間
停
滞
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。

六
日
目
悪
天
を
つ
き
Ｃ
３
に
入
り
、

最
終
キ
ャ
ン
プ
を
サ
ウ
ス
・
コ
ル
に
建

設
し
ア
タ
ッ
ク
を
し
よ
う
と
出
か
け
て

い
っ
た
も
の
の
、
デ
ポ
し
て
お
い
た
食

料
が
烈
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
な
い
こ

と
を
知

っ
た
と
き
、
無
念
の
う
ち
に
登

頂
断
念
を
決
意
し
た
。
竹
中
君
の
遺
灰

の
鹿
島
槍
東
尾
根
、
翌
十
年
四
月
、
五
月
の
富
士
山
、

な
ど
の
登
山
日
誌
が
詳
細
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
予
科
三

年

（
二
十
歳
）
の
頃
で
、
山
登
り
に
明
け
暮
れ
し
て
い

た
時
代
だ
。
北
岳
バ
ッ
ト
レ
ス
や
荒
沢
奥
壁
の
積
雪
期

初
登
攀
以
前
の
も
の
で
あ
る
。

彼
自
身
で
作
製
し
た
ル
ー
ト
図
の
ほ
か
に
、
他
書
か

ら
写
し
と
っ
た
ル
ー
ト
図
が
何
葉
か
書
き
こ
ま
れ
て
い

る
の
も
、
彼
な
り
に
先
人
の
足
跡
を
よ
く
調
べ
て
行
動

し
て
い
た
こ
と
を
立
証
し
て
い
る
。

私
と
は
予
科
か
ら
同
じ
ク
ラ
ス
で
、
年
齢
も
同
じ
、

い
ま
生
き
て
い
て
く
れ
た
ら
、
と
思
う

一
人
で
あ
る
。

望
月
達
夫

九
、
富

士
山
東
表

口
登
山
道

開
整

に
関
す
る
記
録

筆
者
　
伴
野
京
治

昭
和
九
年
二
月
稿

本
書
は
富
士
山
御
殿
場
口
登
山
道
を
開
い
た
と
き
の

諸
記
録
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

普
通
、　
一
般
に
は
御
殿
場
日
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

正
式
に
は
東
表
口
登
山
道
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
も
本

書
は
裏
付
け
て
い
る
。
こ
の
御
殿
場
口
が
何
時
作
ら
れ

た
か
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
は
明
治
十

六
年

（
一
八
八
三
）
、
い
ま
か
ら
九
十
三
年
前
に
新

し

く
開
か
れ
た
登
山
口
な
の
で
あ
る
。

こ
の
開
発
を
志
し
た
の
は
御
殿
場
町
の
伴
野
佐
吉
翁

で
、
明
治
六
年
の
こ
と
で
あ
り
、
以
後
何
度
も
静
岡
県

令

（
い
ま
の
知
事
）
に
許
可
願
い
を
提
出
し
、
明
治
十

五
年
六
月
十
五
日
よ
う
や
く
許
可
が
下
り
た
。
す
ぐ
ェ

事
に
着
手
し
明
治
十
六
年
八
月
十
七
日
、
開
通
式
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
間
の
事
情
を
し
る
し
た
佐
吉
翁
の
手
記

と
諸
願
届
書
を
全
部
本
書
に

一
括
し
て
あ
り
、
当
日
の

祝
儀
金
額
な
ど
も
こ
ま
か
く
記
さ
れ
、
静
岡
県
令
大
迫

貞
清
は
金
十
円
也
を
寄
進
し
て
い
る
。

そ
れ
以
後
の
登
山
道
の
修
理
、
記
念
碑
建
設
の
こ
と

な
ど
も
記
録
さ
れ
て
い
て
、
当
時
の
富
士
登
山
に
関
す

る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

バーモントのスキー場にて/吉阪

を
頂
上

へ
埋
め
ら
れ
ず
残
念
だ
っ
た
。

ジ

ェ
ネ
バ
　
ス
パ
ー
に
埋
め
た
。

エ
ベ
レ
ス
ト
の
冬
期
登
攀
に
わ
れ
わ

れ
は
全
力
を
つ
く
し
た
が
、
厳
冬
の
エ

ベ
レ
ス
ト
に
は
力
が
お

よ
ば

な

か
っ

た
。
前
年
の
偵
察
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
隊
を

参
考
に
し
た
が
装
備
の
改
良
、
シ
ェ
ル

パ
の
問
題
、
隊
長
と
し
て
の
不
肖
な
ど

反
省
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
西
稜
か
ら

挑
ん
で
い
た
英
国
隊
、
ロ
ー
ツ
ェ
峰
の

伊
隊
も
断
念
し
た
。

沢
山
の
方
の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、

事
故
ま
で
起
こ
し
、
多
大
な
迷
惑
を
か

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

登
攀
メ
ン
バ
ー
　
植
村
直
己
、
土
肥

正
毅
、
菅
沢
豊
蔵
、
竹
中
昇
、
松
田
研

一
、
三
谷
統

一
郎
。
学
術
班
　
小
時
尚

岡
沢
修

一
、
吉
田
稔
。
ド
ク
タ
ー
　
植

木
彬
夫
、
武
井
滋
。

山
崎
安
治

「
こ
の

一
本
展
」
よ
り

（
２
）
′

次
の
よ
う
な
書
簡
を
受
け
と
っ
た
。
日

本
山
岳
会
の
会
員
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
も
い
う
べ
き
内
容
な
の
で
、
当
会

報
上
で
ご
披
露
し
た
い
。

「あ
、
こ
れ
は
愉
快
だ
ノ
・

ア
メ
リ
カ

の
エ
ベ
レ
ス
ト
隊
の
隊
長
と
同
じ
名
前

じ
ゃ
な
い
で
す
か
／
」

一
群
の
日
本
人

科
学
者
が
、
ア
ラ
ス
カ
の
カ
ト
マ
イ
国

有
記
念
公
園
内
の
キ
ン
グ

・
サ
ー
モ
ン

近
く
で
、
第
二
次
大
戦
中
に
作
ら
れ
た

飛
行
艇
か
ら
降
り
立
っ
て
、
私
と
名
刺

交
換
を
し
た
と
き
の
こ
と
。
名
刺
に
は

「北
海
道
大
学
低
温
科
学
研
究
所
　
シ

ミ
ズ

・
ヒ
ロ
ム
」
と
刷
ら
れ
て
い
た
。

彼
と
そ
の
仲
間
た
ち
は
研
究
計
画
に
従

は
Ｆ

デ

ィ
ー

レ
ン
フ
ア
ー

ス
氏

の
メ

ッ
セ
ー
ジ

国
際
的
に
著
名
な
岳
人
で
あ
る
ノ
ー

マ
ン
・
デ
ィ
ー
レ
ン
フ
ア
ー
ス
氏
か
ら

(4)
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事
中
で
あ
り
、
私
は
ア
メ
リ
カ
内
務
省

に
依
頼
さ
れ
た
映
画
の
撮
影
中

だ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
ほ
ん
の
数
ヵ
月
後
、　
一

九
六
五
年

一
月
に
、
思
い
が
け
ず
私
は

ア
メ
リ
カ
国
務
省
の
後
援
に
よ
る
世
界

一
周
講
演
旅
行
の
道
す
が
ら
、
サ
ッ
ポ

ロ
で
新
し
い
友
人
た
ち
と
再
会
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

ア
ラ
ス
カ
で
の
出
会
い
か
ら
十
年
の

ち
の
こ
と
。
私
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
俳
優

兼
監
督
の
ク
リ
ン
ト

・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ

ド
と
と
も
に
ス
イ
ス
の
ベ
ル
ナ
ー

・
オ

暑
嗜
μ
ぢ

鸞ずヽ1,IIL案甲1・',
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中国・杭州の西方にある新安江ダム/吉阪

―
バ
ー
ラ
ン
ト
で

『
ア
イ
ガ

ー

の
制

裁
』
を
製
作
し
て
い
た
が
、
こ
の
と
き

ウ
エ
ム
ラ

・
ナ
オ
ミ
が
私
に
思
い
も
よ

ら
な
い
贈
り
物
を
く
れ
た
。
彼
と
イ
ト

―

・
レ
イ
ゾ
ウ
は
、
私
が
隊
長
を
し
て

い
て
不
首
尾
に
終
わ
っ
た
国
際
ヒ
マ
ラ

ヤ
隊
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。
そ
の
贈
り

物
と
は
、
五
大
陸
の
最
高
峰
か
ら
持
ち

帰
ら
れ
た
岩
を

一
つ
に
か
た
め
あ
わ
せ

た
も
の
だ
っ
た
ノ
・

わ
が
良
き
友
ナ
オ

ミ
か
ら
の
す
ば
ら
し
い
贈
り
物
に
私
は

大
い
に
感
動
し
た
…
…
。

『山
岳
の
世
界
』
の
日
本
語
版
刊
行
に

あ
た
っ
て

一
言
し
て
あ
げ
て
ほ
し
い
と

ス
イ
ス
の
出
版
社
か
ら
い
わ
れ
て
私
は

快
諾
し
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
日
本
山

岳
会
と
そ
の
会
員
た
ち
の
注
目
す
べ
き

努
力
、
す
な
わ
ち
本
書
や
そ
の
他
の
数

多
く
の
外
国
出
版
物
、
そ
の
中
に
は
私

の
父
の
書
い
た

『第
二
の
極
地
』
や
私

自
身
の

『
エ
ベ
レ
ス
ト
に
登
っ
た
ア
メ

リ
カ
人
』
も
ふ
く
ま
れ
る
が
、
こ
う
し

た
出
版
物
を
日
本
語
訳
し
た
努
力

へ
の

敬
意
の
念
あ
れ
ば
こ
そ
だ
。
多
く
の
人

の
名
が
思
い
浮
か
ぶ
―
―

マ
キ

ｏ
ュ
ー

コ
ー
、
ヨ
シ
ザ
フ
・
イ
チ
ロ
ー
、
マ
ツ

カ
タ
・
サ
ブ
ロ
ー
、
そ
の
他
多
勢
―
―

山
岳

一
般
、
と
り
わ
け
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征

に
多
大
な
功
績
の
あ
っ
た
人
々
の
名
が

思
い
浮
か
ぶ
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
に
関
し

て
日
本
を
し
の
ぐ
国
は
世
界

中

に
な

い
。
日
本
山
岳
会
と
そ
の
会

員

た
ち

が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
お
け
る
重
要
な
で
き

ご
と
の
最
前
線
に
立
ち
つ
づ
け
て
き
た

こ
と
は
、
周
知
の
事
実
だ
。

一
九
六
九
年
秋
、
私
た
ち
が
ソ
ル
・

ク
ー
ン
ブ
を
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
中
に
シ
ェ

ル
パ
の
伝
令
が
エ
ベ
レ
ス
ト

ｏ
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
か
ら

一
通
の
手
紙
を
も
た
ら

し
た
。
「拝
啓
、

一
九
七
〇
年
日
本

エ

(5)
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ベ
レ
ス
ト
遠
征
の
第
二
次
偵
察
隊
々
長

と
し
て
、
貴
方
が
日
本
山
岳
会
に
絶
え

ず
寄
せ
ら
れ
た
御
好
意
、
と
く
に
私
た

ち
が
久
し
く
望
ん
で
き
た
こ
の
計
画

ヘ

の
御
芳
情
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
・
エ
ベ
レ
ス
ト
隊
々
長
で
あ
る
貴

方
に
私
は
、
貴
隊
の
忘
れ
得
ざ
る
べ
き

不
運
の
結
果
に
つ
き
御

一
報
申
し
上
げ

ま
す
。
私
ど
も
は
九
月
二
十
五
日
、
ア

イ
ス
フ
ォ
ー
ル
下
の
私
ど
も
の
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
近
く
で
ジ
ョ
ン
・
Ｅ

ｏ
ブ
レ

イ
テ
ン
バ
ッ
ク
氏
の
遺
体
な
ら
び
に
氏

の
手
記
の
若
干
を
発
見
し
ま
し
た
。
私

な
ら
び
に
日
本
山
岳
会
々
員
は
こ
こ
に

あ
ら
た
め
て
弔
意
を
表
し
、
故
人
の
御

冥
福
を
祈
り
ま
す
。
加
え
て
、
こ
の
件

に
つ
き
天
の
配
剤
の
妙
と
も
い
う
べ
き

偶
然
を
御

一
報
申
し
上
げ
ま
す
。
日
も

同
じ
九
月
二
十
五
日
、
故
人
へ
の
略
式

の
葬
儀
を
い
と
な
も
う
と
し
て
い
た
折

も
折
、
た
ま
た
ま
タ
ン
ポ
チ
ェ
の
主
任

ラ
マ
僧
が
、
暗
い
雪
の
降
る
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
私
ど
も
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

を
訪
れ
ま
し
た
。
故
人
が
キ
リ
ス
ト
教

徒
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
承
知
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
私
ど
も
は
仏
教
の
慣
例

に
従
っ
た
祈
祷
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に

求
め
ま
し
た
…
…
」
ミ
ヤ
シ
タ
・
ヒ
デ

キ
の
署
名
の
あ
る
こ
の
書
状
は
、
さ
ら

に
私
に
指
示
を
求
め
て
い
た
。
私
た
ち

は
ジ
ョ
ン
・
ブ
レ
イ
テ
ン
バ
ッ
ク
の
遺

品
を
テ
ン
ポ
チ
ェ
に
運
び
お
ろ
す
手
配

を
し
て
、
主
任
ラ
マ
僧
に
正
式
な
葬
儀

を
お
こ
な
っ
て
も
ら
っ
た
。そ
れ
以
来
、

ゴ
ム
パ
の
近
く
の
墓
所
は
数
多
く
の
ト

レ
ッ
カ
ー
や
登
山
者
の
訪

間
を

う
け

た
。

一
九
六
三
年
の
ア
メ
リ
カ

●
エ
ベ

レ
ス
ト
隊
の
隊
員

一
同
は
、
こ
れ
を
可

能
な
ら
し
め
て
く
れ
た
ミ
ャ
シ
タ

・
ヒ

デ
キ
と
日
本
山
岳
会
に
深
く
感
謝
し
て

い
る
。

（宮
下
啓
三
訳
）

毛
　
勝
　
谷

柿
原
謙

一

前
年
の
八
月
は
梅
雨
明
け
が
な
い
よ

う
な
涼
し
さ
だ
っ
た
。
大
町
滞
在
中
の

岳
友
か
ら
、
お
天
気
次
第
で
雷
鳥
沢
幕

営
、
奥
大
日
行
を
と
誘
わ
れ
た
。

週
休
二
日
を
当
て
て
同
行
を
約
し
、

大
町
駅
に
昼
頃
下
車
し

て
驚

い
た
ｏ

「毛
勝
に
参
り
ま
し
ょ
う
。
若
手
二
人

の
計
画
に
便
乗
す
る
の
で
す

よ
」
。
否

応
な
し
に
マ
イ
カ
ー
に
乗
せ
ら
れ
る
。

糸
魚
川
―
魚
津
―
片
貝
川
沿
い
車
道
を

走

っ
た
。
片
貝
第
二
発
電
所
が
五
時
す

ぎ
で
、阿
部
木
谷
ま
で
乗
り
入
れ
、少
々

歩
い
て
取
入
口
上
手
の
川
原
に
幕
営
。

六
時
を
す
ぎ
て
い
た
。
東
洋
大
山
岳
部

の
テ
ン
ト

一
張
り
を
み
た
が
、
無
人
ら

し
い
。
雨
雲
が
山
を
こ
め
て
い
た
が
、
夜
半

に
テ
ン
ト
か
ら
で
て
み
る
と
星
も
み
え

る
。
明
日
は
な
ん
と
か
な

る

で
し
ょ

朝
六
時
出
発
。
徒
渉
四
回
ほ
ど
で

一

時
間
後
に
雪
渓
に
と
り
つ
く
。
や
が
て

大
明
神
沢
合
流
点
と
な
り
、
い
よ
い
よ

毛
勝
谷
の
雪
渓
を
登
っ
て
、
少
憩
を
重

ね
な
が
ら

一
〇
時
す
ぎ
に
雪
渓
を
登
り

き
る
。
岩
石
だ
ら
け
の
沢
を
つ
め
る
こ

年
振
り
の
新
訳
と
い
う

こ
と
に
な

る
。
巻
末
解
説
も
訳
者
で
あ
る
。

Ｄ
泉
を
聴
く
　
西
岡

一
雄
　
二
九
〇

頁
　
一二
四
〇
円
　
昭
和
五
十
四
年

十
月
十
日
発
行
　
中
央
公
論
社

著
者
最
初
の
紀
行
随
筆
集
。
Ｒ
Ｃ

Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
と
の
登
山
、
専
門
と

す
る
登
山
用
具
の
話
な
ど
ュ
ー
モ
ア

た
っ
ぶ
り
に
個
性
豊
か
な
文
章
を
綴

る
。
初
版
は
昭
和
九
年
朋
文
堂
か
ら

発
行
さ
れ
、
文
庫
版
で
は
海
野
治
良

の
解
説
が
加
わ
っ
た
。

０
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
北
壁
　
小
西
政

継
　
一
三

四
頁
　
二
八
〇
円
　
昭

和
五
十
四
年
十
二
月
十
日
発
行

中
央
公
論
社

昭
和
四
十
二
年
、
日
本
人
と
し
て

初
め
て
の
冬
期
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
北

壁
登
攀
の
記
録
。
元
版
は
昭
和
四
十

三
年
山
と
渓
谷
社
よ
り
出
版

さ

れ

た
。
文
庫
版
の
解
説
は
近
藤
等
が
執

筆
。
ｍ
雪
山

・
薮
山
　
川
崎
精
雄
　
三
二

六
頁
　
三
八
〇
円
　
昭
和
五
十
五

年
二
月
十
日
発
行
　
中
央
公
論
社

著
者
最
初
の
山
の
紀
行
随
想
集
。

昭
和
の
初
め
か
ら
三
十
年
以
上
に
わ

た
る
登
山
の
数
々
を
流
麗
な
文
章
で

語
る
。
解
説
は
最
も
良
き
仲
間
望
月

達
夫
が
書
い
て
い
る
。
元
版
は
昭
和

四
十
四
年
著
渓
堂
か
ら
刊

行

さ

れ

た
。
０
垂
直
に
挑
む
　
吉
尾
弘
　
二
五
八

頁
　
三
二
〇
円
　
昭
和
五
十
五
年

二
月
十
日
発
行
　
中
央
公
論
社

昭
和
三
十
二
年
か
ら
昭
和
三
十
八

年
ま
で
の
谷
川
岳

一
ノ
倉
、
穂
高
屏
風

岩
、
前
穂
高
東
壁
の
記
録
集
。
元
版
は

「垂
直
に
挑
む
男
」
と
題
し
て
昭
和
三

十
八
年
山
と
渓
谷
社
か
ら
発
行

さ

れ

た
。
解
説
は
豊
田
重
彦
が
担
当
。

０
北
の
山
　
伊
藤
秀
五
郎
　
三
二
八
頁

三
〇
〇
円
　
昭
和
五
十
五
年
四
月
十

日
発
行
　
中
央
公
論
社

山
岳
書
の
古
典
で
は
最
も
人
気
の
あ

る
本
で
あ
ろ
う
。
北
海
道
の
山
々
を
詩

情
豊
か
に
綴
る
紀
行
文
。
ロ
マ
ン
溢
る

る
感
想
文
な
ど
何
度
読
ん
で
も
飽
き
る

念

こ
と
は
な
い
。
元
版
は
昭
和
十
年
梓
書

房
か
ら
発
行
さ
れ
た
。
文
庫
版
の
解
説

は
大
学
の
後
輩
林
和
夫
が

筆

を

と
っ

た
。
ｍ
幻
想
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
　
村
井
葵
　
二
四

八
頁
　
三
二
〇
円
　
昭
和
五
十
五
年

五
月
十
日
発
行
　
中
央
公
論
社

昭
和
四
十
年
ロ
ー
ツ
ェ
シ
ャ
ー
ル
に

遠
征
し
た
早
大
隊
々
員
の
個
人
手
記
。

高
所
障
害
か
ら
人
事
不
省
と
な
り
約

一

ヵ
月
間
も
昏
睡
状
態
を
続
け
、
そ
の
間

不
思
議
な
幻
覚
を
経
験
す
る
。
元
版

一

は
昭
和
四
十
四
年
冬
樹
社
か
ら
発
行

さ
れ
た
。
当
文
庫
版
に
は
原
真
の
解

・

説
が
加
わ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
一

回
ア
ル
プ
ス
の
杢
の
下
で
　
近
藤
等

一

三

一
〇
頁
　
四
〇
〇
円
　
昭
和
五

十
五
年
六
月
十
日
発
行
　
中
央
公

論
社
昭
和
四
十
三
年
、
四
十
五
年
夏
、

そ
し
て
四
十
六
年
夏
と
三
シ
ー
ズ
ン

に
わ
た
る
ア
ル
プ
ス
登
攀
の
記
録
。

元
版
は
昭
和
四
十
七
年
自
水
社
か
ら

刊
行
、
文
庫
版
に
加
え
ら
れ
た
解
説

は
大
森
久
雄
が
執
筆
し
て
い
る
。

ｕ
わ
が
岩
壁
　
古
川
純

一
　
二
六
四

頁
　
三
四
〇
円
　
昭
和
五
十
五
年

七
月
十
日
発
行
　
中
央
公
論
社

昭
和
二
十
八
年
か
ら
三
十
六
年
ま

で
に
剣
岳
、
谷
川
岳
、
穂
高
岳
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
で
行
わ
れ
た

登
攀
の
記
録
。
元
版
は
山
と
渓
谷
社

か
ら
昭
和
四
十
年
に
発
行
さ
れ
こ
の

文
庫
版
に
は
小
森
康
行
の
解
説
が
入

っ
た
。

０

一
登
山
家
の
思
い
出
　
エ
ミ
ー
ル

ｏ
ジ
ャ
ヴ

ェ
ル
　
近
藤
等
訳
　
二

八
四
頁
　
三
八
〇
円
　
昭
和
五
十

五
年
七
月
十
五
日
発
行
　
講
談
社

ア
ル
プ
ス
の
伝
道
者
と
い
わ
れ
た

ジ
ャ
ヴ

ェ
ル
は
わ
ず
か
三
十
六
歳
の

短
か
い
生
涯
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
ア

ル
プ
ス
登
山
を
数
々
の
美
し
い
文
章

に
残
し
た
。
そ
れ
を
尾
崎
喜
八
が
格

調
高
い
名
訳
で
昭
和
十
二
年
竜
星
閣

か
ら
出
版
し
た
。

（昭
和
二
十
七
年
角
川
書
店
よ
り
文

(6)



山  429-1981・ 3・ 20(第二種郵便物認可)

と

一
時
間
、
そ
れ
か
ら
草
つ
き
を
登
り

だ
し
て
道
が
で
て
き
た
。
毛
勝
山
西
南

の
稜
線
に
立
っ
た
の
が
正
午
。
黒
部
側

は
こ
れ
ま
で
と

一
変
し
た
き
れ
い
な
草

原
で
、
お
花
畑
も
あ
る
．
こ
こ
に
立
つ

ま
で
と
き
ど
き
晴
間
も
で
て
、
カ
ン
カ

ン
照
ら
さ
れ
ず
に
登
る
こ
と
が

で
き

た
。・
勝
の
三
角
点
で
四
人
で
握
手
を
し

あ
う
。
田
部
さ
ん
の

『日
本
ア
ル
プ
ス

と
秩
父
巡
礼
」
を
読
ん
で
以
来
、　
一
度

は
登
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
毛
勝
に
、

偶
然
に
も
登
頂
で
き
た
。
若
手
の
一
人

が
、
「思
い
が
け
ぬ
山
へ
さ
そ
っ
て
、登

り
損
な
っ
た
り
つ
ま
ら
な
い
山
だ
っ
た

り
し
た
ら
、
申
し
訳
け
な
い
と
思

っ
て

い
た
の
に
、
楽
し
く
登
れ
て
本
当
に
結

構
で
し
た
」
と
い
う
。
あ
り
が
と
う
。

お
か
げ
で
頂
に
立
て
ま
し
た
と
感
謝
し

た
。登
っ
て
き
た
と
お
り
に
毛
勝
谷
を
降

る
。
稜
線
の
お
花
畑
に
別
れ
た
の
が
二

時
ま
え
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
降
り
に
は

意
外
と
時
間
が
か
か
っ
た
。
雪
渓
に
と

り
つ
く
ま
で
に
補
助
綱
の
サ
ポ
ー
ト
が

二
回
。
助
か
っ
た
。
降
る
に
つ
れ
て
ガ

ス
は
濃
く
な
り
、
歩
き
に
く
い
。
さ
っ

ば
り
行
手
が
見
え
な
い
し
判

り
に
く

い
。
疲
れ
も
で
て
く
る
。
雪
渓
の
下
端

に
つ
い
た
の
が
六
時
に
近
く
、
幕
営
地

着
が
六
時
四
十
五
分
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
若
手
二
人
は
歯
が
ゆ
か
っ
た
ろ
う

に
、
文
句
も
言
わ
な
い
。
水
割
リ
ウ
イ

ス
キ
ー
で
寝
に
つ
く
。

帰
宅
し
て
か
ら

『
日
本
ア
ル
プ
ス
と

秩
父
巡
礼
』
を
ひ
も
と
く
。
田
部
さ
ん

は
明
治
四
十
三
年
八
月
と
大
正
四
年
七

月
に
、
毛
勝
の
頂
上
を
踏

ま

れ

て

い

る
。
い
ず
れ
も
魚
津
駅
か
ら
歩

か
れ

た
。
あ
ら
た
め
て
そ
の
健
脚
ぶ
り
に
頭

を
さ
げ
た
。

ヘ
ル
リ
ヒ
コ
ッ
フ
ァ
ー
氏

か
ら
の
手
紙

会
報
４１２
号
に
ヘ
ル
リ
ヒ
コ
ッ
フ
ァ
ー

氏
か
ら
の
エ
ベ
レ
ス
ト
遠
征
の
報
告
が

載
せ
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
時
の
前
置

き
に
あ
る
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
大
学
名
誉
教

授
と
い
う
肩
書
き
に
つ
い
て
問
い
合
わ

せ
た
と
こ
ろ
、
同
氏
か
ら
最
近
に
な
っ

て
返
事
が
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と

同
氏
は
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
に
住
ん
で
は
い

る
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル

ク
大
学
の
名
誉
教
授
で
、
専
門
は

「気

↓
幾
・ID

候
、
風
土
の
心
理
学
的
影
響
に
関
す
る

基
礎
分
野
」
と
あ
り
ま
し
た
。

同
じ
便
せ
ん
に
は

一
九
五
三
年
の
ナ

庫
版
出
版
）
従

っ
て
こ
の
文
庫
版
は

四
十
三
年
振
り
の
新
訳
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

回
屏
風
岩
登
攀
記
　
石
岡
繁
雄
　
二

四
七
頁
　
三
二
〇
円
　
昭
和
五
十

五
年
八
月
十
日
発
行
　
中
央
公
論

社昭
和
二
十
二
年
夏
の
穂
高
岳
屏
風

岩
登
攀
の
記
録
が
中
心
。
元
版
は
昭

和
二
十
四
年
九
月
碩
学
書
房
よ
り
刊

行
さ
れ
た
。
そ
の
後
四
十
九
年
、
五

十
二
年
と
改
訂
版
が
三
度

出

て

い

る
。
本
文
庫
版
は
四
十
九
年
の
改
訂

版
を
テ
キ
ス
ト
に
使
用
し
、　
一
部
削

除
さ
れ
湯
浅
道
男
の
解
説
が
加
わ
っ

た
。
閲
山
歩
き
山
暮
し
　
西
丸
震
哉
　
二

〇

一
頁
　
二
八
〇
円
　
昭
和
五
十

五
年
九
月
十
日
発
行
　
中
央
公
論

社著
者
の
文
章
を
読
ん
で
い
る
と
い

つ
も
ホ
ン
ト
か
い
な
と
か
、
ま
さ
か

と
い
う
言
葉
が
ま
ず
口
に
出
か
か
っ

て
く
る
。
ま
た
煙
に
巻
か
れ
た
と
思

い
な
が
ら
も
つ
い
夢
中
に
な
っ
て
読

ン
ガ

・
パ
ル
バ
ー
ト
か
ら
今
年
計
画
し

て
い
る
ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ
ー
ト
ま
で
２１

回
に
お
よ
ぶ
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
隊
の
名
称

が
印
刷
さ
れ
て
あ
り
、
そ
の
う
ち
七
っ

が
Ｒ

ｏ
メ
ス
ナ
ー
氏
の
忌
む
と
い
う
追

悼
登
山
で
し
た
。

「
エ
ベ
レ
ス
ト
遠
征
で
山
頂
に
立

っ

た
者
が
マ
ゾ
ー
、
デ
ィ
ー

ム
ベ

ル
ガ

ー
、
ル
ト
キ
ェ
ヴ
ィ
ッ
チ
な
ど
大
勢
だ

っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

ん
で
し
ま
う
。
不
思
議
な
魅
力
を
持
つ

本
で
あ
る
。
元
版
は
同
じ
出
版
社
か
ら

昭
和
四
十
九
年
七
月
に
出
た
。
解
説
は

串
田
孫

一
が
執
筆
。

ｍ
わ
が
山
山
　
深
田
久
弥
　
三
二
三
頁

三
〇
〇
円
　
昭
和
五
十
五
年
十
月
十

日
　
中
央
公
論
社

著
者
最
初
の
紀
行

ｏ
随
筆
集
。
収
め

ら
れ
て
い
る
文
章
は
大
正
の
終
り
か
ら

昭
和
九
年
頃
ま
で
の
も
の
で
、
明
治
三

十
六
年
生
れ
の
著
者
に
と
っ
て
は
二
十

三
歳
か
ら
三
十
歳
頃
ま
で
の
文
章
で
あ

る
。
い
か
に
も
若
々
し
く
感
受
性
豊
か

に
山
の
魅
力
を
語
っ
て
い
る
。
元
版
は

昭
和
九
年
改
造
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。

文
庫
版
に
加
え
ら
れ
た
解
説
は
山
口
耀

久
が
書
い
て
い
る
。
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す
が
、
ヘ
ル
リ
ヒ
コ
ッ
フ
ァ
ー
氏
の
率

い
る
隊
が
で
き
る
だ
け
多
く
の
隊
員
を

山
頂
に
立
た
せ
、
し
か
も
無
事
故
で
引

き
返
え
そ
う
と
し
て
い
る
の
は
お
わ
か

り
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て

同
じ
会
報
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
　
ア
ル
ペ

ン
ク
ラ
ブ
百
年
祭
の
様
子
を
見
て
み
る

と
面
白
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の

集
り
で
ひ
ん
し
ゅ
く
を
買

っ
た
ド
イ
ツ

一
九
五
八
年
の
神
戸
大
学
山
岳
会

と
チ
リ
山
岳
会
合
同
の
パ
タ
ゴ
ニ
ア

探
検
で
は
田
中
薫
氏
が
担
当
し
た
学

術
調
査
の
報
告
が
公
表
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
今
回
そ
の
報
告
書
が
田
中

氏
に
よ
っ
て

一
冊
の
本
と
な
っ
た
。

こ
の
隊
に
は
故
高
木
正
孝
氏
が
登

攀
隊
長
と
し
て
加
わ
り
、
ア
レ
ナ
レ

ス
山

（三
四
三
七
研
）
に
登
っ
て
い

る
。
当
時
の
会
報
に
載

っ
た
高
木
氏

の
便
り
に
は
流
れ
る
こ
と
な
く
急
速

に
融
け
て
大
き
な
湖
を
つ
く
る
氷
河

の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
ア

ル
コ
湖
と
名
付
け
ら
れ
た
湖
が
、
下

流
の
村
々
に
毎
夏
大
洪
水
災
害
を
も

た
ら
す
源
だ
っ
た
こ
と
を
田
中
氏
が

つ
き
と
め
た
。
急
速
に
暖
く
な
っ
て

大
氷
河
湖
と
な
り
、
氷
河
洪
水
を
起

こ
す
氷
河
の
実
態
が
英
文
で
報
告
さ

れ
て
い
る
。

（岡
沢
祐
吉
）

定
価

一
五
〇
〇
円
　
東
京
３１３
セ
ン

タ
ー
発
売

（千
代
田
区
隼
町
ニ
ノ

一
六
ブ
ル
ン
ネ
ン
半
蔵
門
２０２
号
）

書

紹

人
の
ヘ
ル
リ
ヒ
コ
ッ
フ
ァ
ー
氏
が
な
ぜ

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
大
学
で
名
誉
教
授
で

い
ら
れ
、
イ
タ
リ
ア
国
籍
の
Ｒ

ｅ
メ
ス

ナ
ー
氏
が
も
て
は
や
さ
れ
た
の
か
。
近

年
自
己
中
心
的
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ

ッ
ク
に
な
り
が
ち
な
Ｒ

ｏ
メ
ス
ナ
ー
氏

と
異
な
り
、
こ
の
百
年
祭
に
出
席
し
て

い
た
テ
ィ
ヒ
ー
博
士
の
顔
は
ち
ら
と
見

え
た
だ
け
だ
っ
た
と
い
っ
た
こ
と
な
ど

な
ど
。　
　
　
　
　
　
　
　
（岡
沢
祐
吉
）

″
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・
平

ヶ
岳

高

山

植

物

探

索

行

昭
和
五
十
五
年
八
月
十
日
―
十
一
日

昭
和
五
十
五
年
度
夏
の
行

事

と

し

て
、
私
ど
も
は
平
ヶ
岳
へ
北
面
の
中
ノ

岐
林
道
か
ら
登
っ
て
高
山
植
物
を
探
る

計
画
を
立
て
た
。
前
年
暮
か
ら
終
始
協

力
頂
い
た
の
は
片
岡
博
会
員
で
、
基
地

と
な
る
銀
山
平
の
奥
只
見
山
岳
会
の
小

屋
や
、
高
山
植
物
の
講
師
で
あ
る
小
出

中
学
の
柳

一
成
教
諭
、
あ
る
い
は
湯
之

谷
村
な
ど
と
の
交
渉
を

一
手
に
引
き
受

け
て
下
さ
っ
た
。

八
月
十
日
（土
）午
後

一
時
、　
一
行
六

十
三
名
は
湯
之
谷
村
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

集
合
、
柳
先
生
は
じ
め
湯
之
谷
村
理
科

教
育
セ
ン
タ
ー
の
先
生
方
か
ら
、
ス
ラ

イ
ド
付
で
平
ヶ
岳
の
自
然
に
つ
い
て
行

き
届
い
た
解
説
を
伺
っ
た
。
夕
刻
銀
山

平
に
着
く
と
、
会
場
に
は
す
で
に
湯
之

谷
村
役
場
の
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
、
傍
ら

で
は
奥
只
見
山
岳
会
員
と
越
後
支
部
の

国
鉄
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な
り
、
諸
準

備
や
御
馳
走
作
り
に
大
童
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
伝
之
助
小
屋
、
三
渓
荘
、
庄
之

助
小
屋
か
ら
も
、
あ
る
い
は
部
屋
、
あ

る
い
は
仕
出
し
、
あ
る
い
は
お
酒
の
差

し
入
れ
な
ど
の
協
力
の
申
し
入
れ
が
あ

っ
た
。
懇
親
会
に
は
湯
之
谷
村
の
星
彦
三
郎

村
長
や
星
正
和
教
育
長

（奥
只
見
山
岳

会
長
）
、
伝
之
助
小
屋
の
佐
藤
広

文

氏

な
ど
も
出
席
さ
れ
、
遠
路
関
西
支
部
か

ら
参
加
の
小
川
、
入
谷
、
池
田
会
員
や

科
学
研
究
委
員
会

静
岡
の
石
間
会
員
、
あ
る
い
は
地
元
越

後
支
部
の
斉
藤
支
部
長
は
じ
め
七
十
六

歳
の
藤
島
玄
、
野
沢
健
吉
両
会
員
な
ど

も
ま
じ
え
歓
談
が
始
ま
つ
た
。
豊
富
な

地
酒
と
ア
カ
ウ
オ
の
甘
煮
、
ナ
ガ
オ
カ

ナ
ス
の
シ
ギ
ヤ
キ
、
ヒ
ヤ
ヤ
ッ
コ
、
山

菜
な
ど
の
御
馳
走
に
談
笑
は
夜
遅
く
ま

で
続
い
た
。

こ
の
年
は
例
年
に
な
い
冷
夏
で
、
平

ヶ
岳
付
近
で
も
前
日
ま
で
十
数
日
に
わ

た
っ
て
雨
が
降
り
続
き
、
雪
害
を
受
け

た
中
ノ
岐
林
道
の
補
修
は
八
月
上
旬
に

な
っ
て
よ
う
や
く
完
了
と
い
う
有
様
で

あ
っ
た
。
し
か
し
全
く
幸
運
に
も
八
月

十
日
（日
）
は
雲

一
つ
な
い
快
晴
に
恵
ま

れ
、
全
員
四
時
起
床
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
林
道
終
点
に
向
っ
た
。
こ
こ
に
は
長

岡
国
鉄
グ
ル
ー
プ
の
一
隊
が
前
夜
か
ら

テ
ン
ト
で
待
機
し
て
い
て
、
私
ど
も
の

た
め
に
あ
た
た
か
い
ナ
メ
コ
汁
を
用
意

し
て
待

っ
て
い
て
下
さ
っ
た
。
参
加
者

六
十
三
名
は
七
班
に
分
か
れ
て
勇
躍
出

発
し
た
。
先
頭
と
後
尾
に
は
常
に
山
田

博
氏
な
ど
奥
只
見
山
岳
会
員
と
松
本
氏

な
ど
の
国
鉄
長
岡
グ
ル
ー
プ
の
方
た
ち

に
付
い
て
頂
い
た
。
ま
た
峡
彩
山
岳
会

の
上
村
氏
他
十

一
名
、
水
原
山
の
会
の

坂
井
氏
他
五
名
、
長
岡

ハ
イ
キ
ン
グ
ク

ラ
ブ
の
室
賀
氏
他
五
名
、
な
ら
び
に
理

科
教
育
セ
ン
タ
ー
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
と

は
随
時
相
前
後
し
、
互
い
に
話
し
合
い

竹
　
中
　
　
昇
君
を
悼
む

一
月
十
三
日
の
朝
刊
は
各
紙
と
も
彼
の
墜
死
を
つ
た

え
て
い
た
。

そ
の
記
事
は

一
瞬
目
を
活
字
に
釘
づ
け
に
け
る
ほ
ど

の
驚
き
と
、
そ
し
て
間
を
お
い
て
悲
し
み
と
傷
み
の
思

い
が
、
波
だ
っ
て
迫
っ
て
き
た
。

彼
と
の
つ
き
合
い
は
古
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
こ
こ

四
、
五
年
の
間
に
か
な
り
の
頻
度
を
も
っ
た
行
き
来
が

あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
の
一
つ
は
日
本
山
岳
会
学
生
部
の
部
報
に
も
う
カ

ビ
が
生
え
て
し
ま
っ
て
い
る
小
生
の
旧
稿
を
載
せ
る
相

談
と
、
そ
の
二
に
は
二
、
三
の
遠
征

（最
後
の
も
の
は

カ
ラ
コ
ル
ム
の
ラ
カ
ポ
シ
）
に
使
用
し
た
い
む
ね
希
望

の
あ
っ
た
装
備
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

出
身
山
岳
部
は
異
な
る
し
、
そ
れ
に
年
令
に
も
隔
り

が
あ
る
。
紙
上
記
さ
れ
て
い
る
二
十
八
歳
と
い
う
の
も

第
二
の
驚
き
で
あ
っ
た
。
二
十
八
歳
に
し
て
現
役
山
岳

部
員
と
い
う
の
は
近
来
滅
多
に
聞
か
な
い
こ
と
だ
し
稀

少
価
値
は
充
分
だ
。
永
年
部
員
と
で
も
い
う
称
号
が
で

き
れ
ば
そ
れ
に
該
当
す
る
に
ち
が
い
な
い
。

彼
の
下
宿
が
私
の
家
と
近
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
遠

征
か
ら
帰

っ
て
く
る
と
必
ず
撮
影
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
重

た
い
器
材
も
ろ
と
も
拙
宅

へ
運
び
こ
ん
で
映
し
出
し
て

く
れ
た
り
し
た
。

自
己
の
所
属
す
る
山
岳
部
の
計
画
は
勿
論
の
こ
と
、

日
本
山
岳
会
学
生
部
の
海
外
登
山
の
立
案
、
そ
れ
の
実

施
な
ど
実
に
精
力
的
に
推
進
し
て
い
た
こ
と
を
身
近
に

知

っ
て
い
た
し
、
そ
の
実
行
力
は
仲
々
の
も
の
で
あ
る

と
の
噂
も
耳
に
し
て
い
た
。

一
つ
の
山
岳
部
を
背
負
っ
て
い
る
と
い
っ
た
自
負
に

溺
れ
る
男
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
彼
は
謙
虚

な
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
謙
遜
そ
の
も
の
と
い
っ
て
も

よ
か
っ
た
。
も
う

一
歩
踏
み
だ
し
て
も
よ
さ
そ
う
な
も

の
と
、
他
人
に
は
も
ど
か
し
く
感
じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
．

日
本
山
岳
会
の
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
遠
征
隊
の
メ
ン
バ
ー

に
え
ら
ば
れ
、そ
し
て
身
体
検
査
の
結
果
は
ず
さ
れ
た
。

当
人
は
が

っ
か
り
し
た
こ
と
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
き
い

た
時
筆
者
は
あ
あ
よ
か
っ
た
な
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

人
の
不
運
を
喜
ん
で
の
こ
と
で
は
万
々
な
い
が
、
私
に

は
あ
る
予
感
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
次
第
に
発
酵
し
て
き

て
ど
う
し
て
も
消
え
て
な
く
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

″
こ
の
男
エ
ベ
レ
ス
ト

（チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
）

へ
征
っ
た

ら
還
っ
て
こ
ら
れ
な
い
な
″
と
い
う
不
吉
な
感
じ
が
頭

を
さ
ら
な
い
。
バ
カ
な
＝
一　
と
い
う
人
も
あ
ろ
う
、
そ

し
て
私
自
身
も
打
ち
消
そ
う
打
ち
消
そ
う

と
試

み
た

が
、
彼
に
つ
き
ま
と
う
影
は
ど
う
し
て
も
ふ
っ
き
れ
な

か
っ
た
。
暗
い
影
は
彼
か
ら
離
れ
て
ゆ
か
な
い
の
だ
。

あ
げ
句
、
と
う
と
う
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
た
び
の
植
村
隊
に
参
加
す
る
と
の
話
は
全
く
知

ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
も
し
も
知
ら
さ
れ
て
い
た
と

し
て
も
反
対
は
で
き
な
か
っ
た
ろ
う
し
、
反
対
す
べ
き

科
学
的
な
そ
し
て
そ
の
他
の
根
拠
は
何
も
な
い
の
だ
。

幸
運
を
祈
る
と
し
か
い
え
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

運
か
不
運
か
、
ツ
イ
テ
い
る
か
ツ
イ
テ
い
な
い
か
、

誰
も
判
ら
な
い
こ
と
だ
。
た
だ

″
好
漢
再
び
還
ら
ず
″

と
い
う
転
結
の
句
の
み
が
心
の
奥
底
に
突
き
刺
さ
っ
た

ま
ま
時
は
流
れ
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。

多
く
の
友
人
達
が
彼
の
将
来
に
期
待
を
も
っ
て
い
た

よ
う
に
、
筆
者
も
そ
の
一
人
な
の
だ
が
、
ま
っ
た
く
惜

し
い
人
物
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
。

光
亡
を
ひ
き
つ
つ
消
え
さ
っ
た
と
い
う
か
、
薫
り
と

光
り
漂
う
霧
氷
の
中
に
沈
ん
で
い
っ
た
と

い
う

べ
き

か
、
弔
う
べ
き
言
葉
の
足
り
な
さ
を
嘆
く

の
み

で
あ

る
。
―
八

一
・
一
・
二
一
―
　
　
　
　
（初
見

一
雄
）

竹
中
昇
君
の
遺
稿

近
藤
信
行

(8)
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な
が
ら
歩
を
進
め
た
。
こ
の
結
果
地
元

側
五
十
名
、
総
勢

一
一
三
名
の
大
部
隊

の
行
進
と
な
っ
た
。

山
麓
に
も
ツ
ル
リ
ン
ド
ウ
、
コ
イ
チ

ョ
ウ
ラ
ン
、
ヨ
ツ
バ
ヒ
ヨ
ド
リ
な
ど
の

花
が
見
ら
れ
た
が
、
山
頂
付
近
の
大
湿

原
に
着
い
て
み
る
と
、
タ
テ
ヤ
マ
リ
ン

ド
ウ
、
ハ
ク
サ
ン
フ
ウ
ロ
、
イ
ワ
イ
チ

ョ
ウ
、
モ
ミ
ジ
カ
ラ
マ
ツ
、
キ
ソ
チ
ド

リ
、
ワ
タ
ス
ゲ
、
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
な
ど

次
々
に
満
開
の
高
山
植
物
が

現

わ
れ

た
。
王
子
石
は
下
部
が
侵
蝕
さ
れ
て
、

台
の
上
に
王
子
が
の
っ
か
っ
た
よ
う
な

珍
ら
し
い
形
の
石
で
、
そ
の
ま
わ
り
に

広
が
る
湿
原
に
は
、
青
空
を
映
し
て
ト

ル
コ
石
の
よ
う
に
輝
く
池
塘
が
ち
ら
ば

っ
て
い
た
。
湿
原
や
ツ
ガ
の
廊
下
を
通

り
二
一
四
〇
口川
の
山
頂
に
立
つ
と
、
越

後
三
山
を
は
じ
め
巻
機
山
、
谷
川
岳
、

燃
岳
か
ら
日
光
白
根
に
至
る
山
々
が

一

望
の
下
に
見
渡
さ
れ
、
ま
さ
に
天
上
の

楽
園
で
あ
っ
た
。
頂
上
の
広
大
な
草
原

に
散
ら
ば

っ
て
ゆ
っ
く
り
と
昼
食
を
と

る
。
姫
ヶ
池
を
ま
わ
っ
て
玉
子
石
分
岐

に
戻
っ
て
見
る
と
、
思
い
も
か
け
ぬ
大

き
な
西
瓜
が
待
ち
受
け
て
い
た
。
長
岡

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
十
数
個

か
つ
ぎ
あ
げ
て
く
れ
た
も
の
で
、
そ
の

美
味
し
さ
は
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の

と
な
っ
た
。

十
四
時
、
山
麓
着
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
折
立
温
泉

「ゆ
の
た
に
荘
」
に
直
行

し
て
温
泉
に
浸
り
、
湯
之
谷
村
か
ら
差

し
入
れ
の
ビ
ー
ル
で
乾
杯
、
山
菜
丼
に

舌
つ
づ
み
を
う
ち
、
こ
こ
に
つ
つ
が
な

く
山
行
は
完
了
し
た
。

翌
十

一
日
（月
）
も
天
気
に
恵
ま
れ
、

有
志
は
そ
れ
ぞ
れ
未
丈
岳
や
荒
沢
岳
に

遊
ん
で
英
気
を
養
う
こ
と
が

で
き

た

が
、
今
回
の
素
晴
し
い
山
行
に
際
し
、

絶
大
な
る
御
尽
力
を
頂
い
た
前
記
地
元

の
多
く
の
皆
様
、
な
ら
び
に
御
協
力
頂

い
た
集
会
、
総
務
、
自
然
保
護
各
委
員

会
の
諸
兄
姉
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。
　
　
　
　
（中
村
純
二
）

・
樽
酒
を
囲
ん
で

―
―
忘
年
会
報
告
―

婦
人
懇
談
会

十
二
月
十
九
日
の
忘
年
会
は
、
五
十

九
名
の
参
加
を
得
、
ル
ー
ム
で
開
か
れ

た
。
〃
忘
年
会
″
を
辞
典
で
引
く
と

〃
そ
の

年
の
苦
し
み
を
忘
れ
る
こ
と
″
と
書
い

て
あ
る
。
や
は
り
そ
れ
に
は

〃
お
酒
″

そ
れ
も
日
本
酒
ノ
。

ケ
ダ
ル
ナ
ー
ト
登

山
隊
の
時
に
も
お
世
話
に
な
っ
た
、
宮

沢
郁
さ
ん
に
お
願
い
し
、
割
安
の
料
金

で

一
斗
樽
を
調
達
す
る
こ
と
が

で
き

た
。
お
料
理
は
今
ま
で
と
嗜
好
を
変
え

て
お
で
ん
と
焼
と
り
、
お
に
ぎ
り
、
そ

の
他
生
野
菜
な
ど
な
ど
、
シ
ン
プ
ル
に

し
た
ｏ
お
料
理
の
ほ
と
ん
ど
が

終

わ

り
、
ど
う
や
ら
皆
様
に
ご
満
足
い
た
だ

け
た
の
で
は
な
い
か
と
安
堵
し
て
お
り

ま
す
。
樽
酒
は
な
ん
と
い
っ
て
も
鏡
開
き
、

こ
れ
は
佐
藤
テ
ル
さ
ん
に
お
願
い
し
、

乾
杯
は
、
副
会
長
の
渡
辺
兵
力
氏
の
音

頭
で
開
催
、
盛
会
で
し
た
。

ま
た
、
ソ
連
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
、
国

際
登
山
キ
ャ
ン
プ
チ
ー
フ
、
モ
ナ
ル
テ

日
本
冬
期
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
に
参
加
し
て
い
た
竹

中
君
の
訃
報
を
き
い
た
翌
々
日
、
Ｂ
Ｃ
発
信
の
彼
の
手

紙
が
ま
い
こ
ん
で
き
た
。
元
旦
付
の
書
面
で
、
ル
ー
ト

エ
作
か
ら
い
っ
た
ん
Ｂ
Ｃ
に
も
ど
っ
て
英
気
を
養

っ
て

い
る
旨
の
内
容
だ
っ
た
。
そ
れ
を
読
ん
で
、
か
え
っ
て

悲
し
み
に
堪
え
な
か
っ
た
。

彼
は
早
大
教
育
学
部
の
八
年
生
で
、
今
年
は
ど
う
し

て
も
卒
業
し
た
い
と
言
い
、
浜
野
吉
生
さ
ん
と
小
生
の

教
室
に
き
て
い
た
。
左
に
紹
介
す
る
文
章
は
、
エ
ベ
レ

ス
ト
に
出
か
け
た
お
り
、
バ
ン
コ
ッ
ク
か
ら
送

っ
て
き

た
レ
ポ
ー
ト
の
全
文
で
あ
る
。
彼
の
山
に
か
け
た
情
熱

の
一
端
を
よ
く
つ
た
え
て
い
る
．

旅
寝

の
中

で

竹

中

　

昇

芭
蕉
の
旅
、
そ
れ
は
私
の
旅
の
一
つ
の
大
き
な
動
機
で
あ
っ

た
。
「
お
く
の
ほ
そ
み
ち
」
の

「
一
振
」
の
項
を
読
ん
で
は
、

冬
の
親
し
ら
ず
か
ら
槍
ケ
岳
へ
の
路
を
辿
っ
た
し
、
早
春
の
一

振
、
親
し
ら
ず
の
海
浜
を
さ
す
ら
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

単
な
る
地
理
的
な
ト
レ
ー
ス
は
易
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
芭

蕉
の
厳
し
い
、
進
取
に
富
ん
だ
旅
を
実
感
し
て
感
じ
る
こ
と

は
、
未
熟
な
私
に
は
ま
だ
と
て
も
で
き
は
し
な
い
。

私
は
今
痴
呆
的
に
山
登
り
に
の
め
り
込
ん
で
い
る
。
雪
の
黒

部
、
カ
ラ
コ
ル
ム
、
ヒ
ン
ズ
ー

・
ク
ッ
シ
ュ
、
ガ
ル
ワ
ル
、
カ

シ
ミ
ー
ル
と
岩
を
攀
じ
、
山
稜
を
辿
り
続
け
て
は
い
る
が
、
そ

れ
ら
が
今

一
つ
自
律
的
な
行
動
と
な
っ
て
は
い
な
い
。
そ
の
因

は
何
な
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
私
の
行
動
の
大
き
な
欠
点

は
、
思
考
性
の
欠
じ
ょ
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
つ
も
り

で
あ
る
。

芭
蕉
の
旅
の
軌
跡
は
、
彼
の
成
長
の
軌
跡
で
も
あ
っ
た
。
そ

れ
は
芭
蕉
の
成
し
た
五
つ
の
紀
行
文
を
見
て
、
読
ん
で
い
れ
ば

わ
か
る
。
「野
ざ
ら
し
紀
行
」
か
ら

「
お
く
の
ほ
そ
み
ち
」
の

芭
蕉
の
四
十
代
は
、彼
の
文
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
見
事
に
発
散
、

昇
幸
さ
れ
て
い
る
時
で
あ
る
。
「野
ざ
ら
し
紀
行
」
の
紀
行
文

と
し
て
の
構
築
の
未
熟
さ
は
、
「
お
く
の
ほ
そ
み
ち
」
で
解
消

さ
れ
、
雄
大
な
叙
情
性
に
富
ん
だ
紀
行
文
学
と
な
っ
て
い
る
。

芭
蕉
に
と
っ
て
旅
と
は
研
鑽
の
場
で
あ
っ
た
。
私
の
旅
も
そ

う
で
あ
り
た
い
と
想
い
続
け
て
来
た
が
、
ど
う
し
て
も
そ
れ
よ

り
も
か
な
り
の
ロ
ー
レ
ベ
ル
な
所
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
ど
の
旅
に
も
甘
え
が
生
じ
て
い
た
。

鳴
の
長
明
の

「方
丈
記
」、
中
世
の
隠
と
ん
者
の
記
で
あ
る

が
、
芭
蕉
に
は
隠
と
ん
者
を
全
く
感
じ
な
い
。
長
明
の
甘
さ
、

逃
げ
の
姿
勢
は
芭
蕉
の
詩
、
旅
に
は
な
い
。
琵
琶
湖
の
ほ
と
り

国
分
山
の
麓
、
幻
住
庵
で
、
芭
蕉
は

「
お
く
の
ほ
そ
み
ち
」
の

旅
後
、　
一
時
を
過
ご
す
。
長
明
の
方
丈
は
、
幻
住
庵
と
牛
尾
山

系
を
隔
て
た
山
科
の
里
日
野
山
に
あ
っ
た
。
芭
蕉
の
幻
住
庵
に

お
け
る
生
活
は
隠
棲
に
は
ち
が
い
な
か
っ
た
が
、
長
明
の
ご
と

き
隠
と
ん
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

私
の
旅
は
、
ど
こ
か
に
長
明
的
な
隠
と
ん
の
気
が
あ
る
。
長

明
の
逃
げ
、
私
に
も
そ
れ
が
あ
る
の
で
あ
る
。
長
明
は
逃
げ
続

け
、
日
野
の
山
中
に
方
丈
を
作
っ
た
。
私
は
逃
げ
続
け
、
山
か

ら
山
へ
と
渡
る
。
芭
蕉
の
旅
と
は
懸
隔
の
差

が
あ
る
。
そ
れ

は
、
逃
避
と
進
取
と
の
差
で
あ
る
。

今
冬
、
私
は
誘
わ
れ
て
冬
の
エ
ベ
ン
ス
ト
に
行
く
。
チ
ョ
モ

ラ
ン
マ
に
は
肝
炎
の
た
め
参
加
成
ら
な
か
っ
た
だ
け
に
、
是
非

と
も
登
り
た
い
と
思
う
。
参
加
の
き
っ
か
け
は
他
律
的
で
は
あ

っ
た
が
、
こ
れ
を
何
と
か
自
律
的
な
登
山
活
動
と
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
長
明
的
な
逃
げ
か
ら
脱
し
、

芭
蕉
の
旅
に
少
し
で
も
近
よ
る
機
に
し
た
い
と
、
私
は
念
じ
て

い
る
。
　
・―

一
九
八
〇

・
十

・
十
九
―

（
バ
ン
コ
ッ
ク
に
て
）

ィ
ス
キ
ー
氏
他
二
名
の
お
客
様
も
加
わ

り
、
会
は

一
層
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
進
め
ら
れ
て
行
き
ま
し
た
。

な
お
、
不
慣
れ
な
こ
と
か
ら
、
不
備

不
手
際
が
ご
ざ
い
ま
し
た
こ
と
を
深
く

お
詑
び
す
る
と
と
も
に
、
御
協
力
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ｏ
参
加
者

　

（当
日
の
名
簿
記
載
順
）

浜
野
正
男
、
岡
部
み
ち
子
、
筈
見
愛
子

早
川
瑠
璃
子
、
小
原
晴
子
、
杉
山
都
子

高
橋
美
津
栄
、
小
塩
丘
平
、
村
松
紀
夫

渡
辺
兵
力
、
宅
間
清
子
、
高
橋
照
、
太

田
敬
、
鈴
木
郭
之
、
佐
藤
テ
ル
、
堀
内

章
雄
、
折
井
健

一
、
堀
川
清
、
中
村
小

一
郎
、
島
田
巽
、
加
藤
節
子
、
根
本
知

子
、
山
口
節
子
、
佐
々
保
雄
、
田
中
清

子
、
高
本
信
子
、
入
沢
郁
夫
、
山
崎
安

治
、
山
田
靖
子
、
広
羽
清
、
小
林
碧
、

細
川
沙
多
子
、
吉
沢

一
郎
、
中
川
武
、

進
藤
波
男
、
斎
藤
敏
男
、
飯
野
亨
、
若

林
幸
子
、
土
井
高
夫
、
谷
村
久
美
代
、

(9)
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15 石井貞男著「カナディアンロッキーズー氷雪の山々を登る」
岳書房 1980(版元寄贈)
16 金久昌兼著「北山の峠(下)一京都から若狭・丹後へ」ナカニ

シヤ出版 1980(版元寄贈)
17 佐藤テル著「誰でも行ける楽しい ヒマラヤ」新樹社 1980
(著者寄贈)

18 瓜生卓造「日本山岳文学史」東京新聞出版局 1980(版元寄
贈)
19斉藤一男著「岩と人一日本岩壁登攀史」東京新聞出版局
1980(版元寄贈)
20 徳久・塚本。湯浅・雁部監修「新岳人講座 10ア ルピニズ
ム I」 東京新聞出版局 1980(版元寄贈)
21 徳久・塚本・湯浅・雁部監修「新岳入講座 3o技術 と用具
I」 東京新聞出版局 1980(版元寄贈)
22 徳久・塚本・湯浅・雁部監修「新岳入講座 40技術 と用具
Ⅱ」東京新聞出版局 1980(版元寄贈)
23 東京学芸大学山岳部「編鹿島槍太田正信君遭難事故報告書」
1980(編者寄贈)
24 ミシェル・ヴォシェ著/近藤等訳/ガストン・レビュファ監
修「ヴァリス・アルプス特選 100コ ース」山と漢谷社 1980
(版元寄贈)
25 日本山岳会婦人懇談会編「日本山岳会女子ガルワルヒマラヤ
登山隊報告書 1980」 1980(編者寄贈)
26 エドヮード・ゥィンパー著/H.EoG.テ ィンダル編/新島義

昭訳「完訳アルプス登攀記 1860-69年 」森林書房 1980
(版元寄贈)

27 服部孝司著「頂上は誰がために」山と漢谷社 1981(版元寄
贈)

昭和 56年 1月受入図書
1 徳久・塚本・湯浅・雁部監修「新岳人講座 2ァル ピニズム
Ⅱ」東京新聞出版局 1980(版元寄贈)
2 徳久・塚本・湯浅・雁部監修「新岳人講座 8山と文学」東京
新聞出版局 1980(版元寄贈)
3 柏瀬祐之 。岩崎元郎 0小泉;齢扇「日本登山大系 1北海道,東
北の山」白水社 1980(版元寄贈)
4 柏瀬祐之・岩崎元郎・小泉弘編「日本登山大系 3谷川岳」白
水社 1980(版元寄贈)
5 柏瀬祐之 。岩崎元郎 0小泉弘編「日本登山大系 7槍ケ岳・穂
高岳」白水社 1980(版元寄贈)
6 山学同志会カンチェンジュンガ登山隊編「Kangchenjunga
8598m― カンチェンジュンガ北壁・無酸素登頂の記録」1980

(小西政継氏寄贈)

7 ACC海外登山研究会編「未踏の氷河―ラングル山地ナベス
ナ氷河東部登山報告書」 1980(中西義博氏寄贈)
8 西丸震哉著「山の博物誌」実業之日本社 1981(版元寄贈)
9金崎誠編「シンポジウム 0ネパール」日本ネパ ール協会
1980(版元寄贈)

田
村
俊
介
、

堀
井
昌
子
、

千
葉
保
之
、

勝
田
房
治
、

峰
高
正
行
、

三
田
幸
夫
、

市
村
洋
子

永
川
憲
明
、
松
永
康
子
、

佐
藤
知
恵
子
、
佐
村
雄
三

荒
野
康
子
、
斎
藤
か
つ
ら

和
久
井
正
明
、
河
村
憲
二

西
堀
栄
三
郎
、
福
井
正
吉

田
口
二
郎
、
村
山
雅
美
、

（以
上
五
十
九
名
）

（市
村
洋
子
）

ｏ
８０
年
忘
年
会

十
二
月
二
十
日
（土
）
午
後
七
時

―
十
時
　
本
会
ル
ー
ム
青
年
懇
談
会

と
か
く
飲
み
会
が
続
く
十
二
月
。
そ

れ
も
土
曜
日
と
あ
っ
て
、
会
が
カ
チ
合

う
も
の
続
出
と
聞
き
お
よ
ん
で
、
参
加

者
が
減
る
の
で
は
な
い
か
と
い
さ
さ
か

心
配
だ
っ
た
が
、
そ
こ
は
山
岳
会
き
っ

て
の
酒
飲
み
集
団
、
堂
々
三
十
二
人
が

集
合
し
て
腰
が
抜
け
る
ま
で
騒
ざ
ま
く

っ
た
。
高
橋
理
事
が
河
岸
か
ら
仕
入
れ
て
き

た
八
十
彙ン
の
タ
イ
、
タ
コ
、
マ
グ
ロ
、

サ
ザ

エ
な
ど
を
小
川
さ
ん
が
得
意
の
包

丁
で
巧
み
に
さ
ば
き
、
大
倉
さ
ん
が
、

恒
例
の
オ
デ
ン
の
仕
込
み
。
滝
さ
ん
が

伊
那
か
ら
お
菓
子
を
か
か
え
て
上
京
す

る
な
ど
大
が
か
り
な
準
備
の
た
め
開
会

は
三
十
分
遅
れ
た
が
、
そ
れ
を
補

っ
て

余
り
あ
る
料
理
が
デ
ー
ン
ど
並
ん
だ
。

加
え
て
酒
飲
み
放
題
。
こ
れ
で
会
費
三

千
円
也
。

山
崎
さ
ん
の

「青
懇
は
昔
か
ら
飲
む

の
が
第

一
目
的
」
と
い
う

ハ
ッ
パ
を
受

け
て
、
酒
が
み
る
み
る
う
ち
に
無
く
な

っ
て
い
く
。
歌
が
出
る
と
、
例
に
よ
っ

て
中
川
さ
ん
の
音
頭
で

一
層
バ
カ
騒
ぎ

に
な
る
。
折
井
さ
ん
、
飯
野
さ
ん
、
金

坂
さ
ん
ら

″
名
誉
会
員
″
も
、
と
っ
て

お
き
の
歌
を
聞
か
せ
て
く
れ
て
、
あ
っ

と
い
う
間
に
散
会
の
時
間
が
来
て
し
ま

っ
た
。
出
席
者

（順
不
同
）
大
倉
昌
身
　
小

川
武
　
高
橋
聡
　
岡
島
成
行
　
今
村
千

秋
　
飯
野
享
　
酒
井
守
　
神
崎
忠
男

桜
井
明
　
中
川
武
　
倭
島
進
　
絹
川
祥

夫
　
村
木
富
士
　
鳥
海
宣
和
　
小
原
俊

西
村
政
晃
　
飯
塚
洋
二
　
三
沢
幸
夫

滝
紘
之
　
金
坂

一
郎
　
堀
内
章
雄
　
坂

本
正
智
　
錦
織
英
夫
　
山
崎
安
治
　
折

井
健

一　
北
島
光
子
　
岡
沢
祐
吉
　
杉

山
都
子
　
勝
山
康
雄
　
橋
本
清
　
斉
藤

桂
　
堂
本
暁
子
　
佐
村
雄
三（岡
島
成
行
）

会

務

報

告

評
議
員
会（２
月
５
日
、
午
後
６
時
３０
分

本
会
　
ル
ー
ム
）

▽
出
席
者
　
大
塚
博
美
、
織
内
信
彦
、

小
原
晴
子
、
太
田
敬
、
近
藤
信
行
、

佐
藤
テ
ル
、
日
口
二
郎
、
高
遠
宏
、

山
本
朋
三
郎
、
望
月
達
夫
、
水
野
政

博
、
山
崎
安
治
、
村
木
潤
次
郎
。

西
堀
会
長
、折
井
、渡
辺
両
副
会
長
。

（委
任
）
金
坂

一
郎
、
木
下
是
雄
。

（陪
席
理
事
）
中
川
武
、
川
上
隆
、

高
橋
聡
。

▽
出
席
評
議
員
か
ら
、
望
月
評
議
員
が

議
長
に
選
出
さ
れ
て
、
議
事
を
進
行

し
た
。

▽
議
案
次
年
度

（昭
和
５６
年
１
５７
年
度
）
の

理
事
、
監
事
候
補
者
推
薦
の
件
。

推
薦
の
方
法
に
つ
い
て
①
懇
談
会

②
小
委
員
会
③
会
長

一
任
等
々
意
見

が
交
わ
さ
れ
た
が
、
次
の
通
り
に
取

り
運
こ
ぶ
こ
と
に
決
定
し
た
。

０
会
長
、
副
会
長
候
補
者
に
つ
い
て

は
、
書
面
を
も
っ
て
会
長
宛
に
提

出
す
る
。
こ
れ
を
勧
案
し
て
、
会

長
、
両
副
会
長
で
協
議
の
上
、
改

め
て
評
議
員
会
に
提
示
検
討
す
る

こ

と

。

０
其
他
、
理
事

・
監
事
に
つ
い
て
は

原
案
を
会
長
、
両
副
会
長
に
付
記

し
て
、
評
議
員
会
に
提
出
の
上
、

候
補
者
を
決
定
す
る
。

◎
次
回
、
評
議
員
会
は
追

っ
て
通
知

ル
…
ム
日
誌

（
５６
年
１
月
）

１２
日

（月
）

理
事
会

１９
日

（月
）
　

図
書
委
員
会

２１
日

（水
）
　

一二
水
会

２３
日

（金
）
　

婦
人
懇
談
会
新
年
会

２９
日

（木
）
　

山
研
委
員
会

今
月
の
来
室
者
　
２５３
名

会
員
移
動

（１
月
）

二爆△バ

六
〇

〓
二
　
山
田
　
宗
良

物
故

一
九

一
七
　
磯
野
　
三
郎

（
一
月
十
二

日
）

五
八

〓

一　
滝
浪
　
善

一
（五
十
五
年

十
二
月
九
日
）

八
二
二
五
　
竹
中
　
昇
（
一
月
十
二
日
）

(10)
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